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ニ
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
」
の
イ
ー

ト
イ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
活
用
検
討 

市
役
所
を
仲
介
と
し
て
事
務
室

又
は
会
議
室
と
し
て
活
用
の
可
能

性
を
打
診
中
で
す
。 

＊
「
知
ら
せ
ま
し
ょ
・
咲
か
せ
ま
し

ょ
」
の
活
動
資
金
の
確
保
に
向
け
て

今
期
の
会
費
入
金
目
標
三
十
万
円

（
一
口 

三
、
○
○
○
円
）
の
募
金

活
動
を
開
始 

会
員
の
便
宜
上
か
ら
も
郵
便
局
口 

座
の
開
設
が
望
ま
し
い
の
で
早
急

に
手
続
き
を
進
め
ま
す
。 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

事
業
計
画 

＊
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
設
置 

一
括
購
入
で
安
く
仕
入
れ
、
取
り 

付
け
希
望
の
方
で
簡
単
な
器
具
に 

つ
い
て
は
助
け
合
い
担
い
手
で
設 

置
、 

見
積
も
り
無
料
。 

 
  

 
 

＊
大
型
ゴ
ミ
搬
出 

マ
ン
シ
ョ
ン
毎
で
は 

対
応
で
き 

な
い
諸
問
題
を
（
マ
ン
シ
ョ
ン
単
位 

に
数
十
戸
ま
と
め
る
な
ど
） 

解
決
す 

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
当
面
は 

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
可
能
性
を 

慎
重
に
検
討
し
、
実
現
可
能
な
先
か 

ら
着
手
し
ま
す
。 

＊
空
き
室
管
理 

年
数
回
は
気
候
の
良
い
時
期
に
窓 

を
開
放
し
て
風
を
入
れ
る
、
窓
ガ
ラ 

ス
・
床
の
掃
除
な
ど
を
想
定
し
て
い 

ま
す
。 

＊
各
マ
ン
シ
ョ
ン
助
け
合
い
の
輪
及 

び
未
発
足
マ
ン
シ
ョ
ン
と
の
連
携
活 

動 
 

 

上
記
３
つ
の
事
業
以
外
で
各
マ
ン 

シ
ョ
ン
で
は
対
応
で
き
な
い
助
け
合 

い
へ
の
取
り
組
み
推
進
し
ま
す
。 

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

以
上
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
早
急 

に
役
員
会
で
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

八
月
ま
で
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
、
九
月
に
検
討
準
備
、
十
～
十
一
月

第
一
期
の
実
施
、
来
春
に
第
二
期
実
施

を
目
指
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 白瀬川沿いの８つのマンション住民有志が、全住民の安心・安全に住み続けられるコミュニティ

形成を目標にして、「知らせましょ・咲かせましょ」という団体をつくりました。その広報紙「知ら

咲か」を、原則毎月 1 回発行・発刊致します。
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白
瀬
川
ブ
ロ
ッ
ク 

助
け
合
い
の
輪 

「
知
ら
せ
ま
し
ょ
・
咲
か
せ
ま
し
ょ
」 

二
○
一
三
年
度
事
業
の
お
知
ら
せ 

 

「
知
ら
・
咲
か
」
創
刊
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
国
へ
の
助
成
金
は
残
念
な
が

ら
不
採
用
と
な
り
ま
し
た
。 

赤
い
羽
根
募
金
の
配
分
金
十
万
円
は

決
定
し
て
入
金
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
申

請
時
の
事
業
計
画
を
基
に
当
面
の
課
題

に
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
す
。
白
瀬
川

ブ
ロ
ッ
ク
に
居
住
の
皆
様
に
於
か
れ
ま

し
て
は
事
業
へ
の
ご
理
解
と
会
費
面
で

の
ご
支
援
を
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 ＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

当
面
の
課
題 

＊
事
務
局
の
居
場
所
（
活
動
拠
点
） 

 
 

 

現
状
は
逆
瀬
川
マ
ン
シ
ョ
ン
・
コ
ミ 

ュ
ニ
テ
イ
ル
ー
ム
を
拠
点
と
し
て
各 

マ
ン
シ
ョ
ン
集
会
室
で
の
持
ち
ま
わ 

り
会
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

＊
市
有
地
に
出
来
る
予
定
の
コ
ン
ビ 
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白瀬川両岸集合住宅協議会 

 

～集合住宅での災害への備えを考える～ 

平成２３年度・２４年度で実施した、白瀬川両岸集合住宅協議会 見守り学習会を機に各マン

ションでは様々な見守り、支えあい活動が始まっています。 

今回の学習会では、見守り学習会の中で出された「マンションでの災害への備えはどうしたら

良いのか？」「災害時の安否確認の方法について知りたい」「８マンション合同で防災訓練をやり

たい」といったご意見を受けて、マンション等の『集合住宅における防災活動』に焦点を当てて、

先駆的に活動をされている活動者をお迎えしてお話をお伺いします。 

初めて参加される方も、地域で仲間を増やしたい方にも参加できる内容です。皆様の参加をお

待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

【主催】 白瀬川両岸集合住宅協議会 助け合いの輪事務局 

【共催】 宝塚市社会福祉協議会・逆瀬川地域包括支援センター 

【日時】  ７月１４日（日）1０:０0～1２:00 

【場所】  逆瀬川グリーンハイツ 集会室 

【内容】  『集合住宅における 防災活動』 

【講師】  加古川グリーンシティ防災会   代表 大西 賞
しょう

典
すけ

さん 

１９８６年にマンション設立と同時に管理組合内に防犯防災委員会を設立。震災後の１９９８年、加古

川市からの呼びかけにより自主防災を組織化。 

住民の緊急連絡先・既往症・治療中の病気などを記入した情報登録制度（安心カード）や、高齢や障

害のため災害時に一声かけてほしい人の登録（ひと声かけて登録）、防災マップ作り、災害時に自分の

特技や仕事を活かしたボランティア登録制度（お助け隊）、 

緊急時の水確保への防災井戸の設置、独自の災害図上 

訓練（ＤＩＧ）など、「楽しく防災活動をやろう」というテーマで 

さまざまな取り組みを実施。自治会によるイベントも、住民 

同士の「繋がり」や防災を意識して実施している。２００６年 

防災功労者 内閣総理大臣表彰を受賞。テレビなどでも 

紹介され全国から注目を浴びている。 
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今
月
は
副
会
長
の
鬼
頭
さ
ん
、
会
計
の
安

木
さ
ん
を
紹
介
致
し
ま
す
。 

副
会
長 

鬼
頭 

勝 

○ 

逆
瀬
川
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
自
治
会
長 

 

（
２
０
１
２
．
５
～ 

現
在
に
至
る
） 

○ 
ゆ
ず
り
葉
コ
ミ
ュ
ニ
ュ
テ
イ
役
員 

 

（
２
０
０
７
．
５
～ 

現
在
に
至
る
） 

・
〃
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
事
務
局
書
記
委
員 

（
２
０
１
２
．
４
～ 

 

現
在
に
至
る
） 

○
白
瀬
川
両
岸
集
合
住
宅
協
議
会
役
員 

 
 

（
２
０
０
７
．
５
～ 
現
在
に
至
る
） 

 

・
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
キ
ン
グ
、
歳
末
餅
つ

き
担
当 

○ 

宝
塚
市
第
２
地
区
自
治
会
連
合
会
地

区
理
事 

 

（
２
０
１
３
．
４
～ 

現
在
に
至
る
） 

６
年
前
に
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
の
理
事
長

拝
命
を
き
っ
か
け
に
、
地
元
の
自
治
会
活

動
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
は
８

マ
ン
シ
ョ
ン
の
自
治
会
や
理
事
会
に
お
け

る
自
治
会
活
動
に
対
す
る
認
識
が
変
わ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
活
発
に
活
動
し
て
お
ら

れ
る
の
は
ご
同
慶
の
至
り
で
あ
り
ま
す
。 

グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
も
１
年
前
に
自
治
会

を
理
事
会
か
ら
独
立
さ
せ
る
と
同
時
に
支

え
合
い
活
動
部
会
を
新
設
し
。
永
年
の
懸 

案
だ
っ
た
見
守
り
・
助
け
合
い
活
動
を
開 

   

始
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
何
が
出
来
る
の

か
、
何
を
し
て
欲
し
い
の
か
等
、
こ
れ
か
ら

の
展
開
次
第
で
す
が
、
無
理
を
せ
ず
、
出
来

る
こ
と
か
ら
一
つ
ず
つ
や
っ
て
行
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
自
治
会
単
位
で

は
対
処
出
来
な
い
事
柄
を
「
白
瀬
川
ブ
ロ
ッ

ク
助
け
合
い
の
輪
／
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
・
咲

か
せ
ま
し
ょ
う
」
で
対
応
で
き
る
よ
う
に
し

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

何
れ
に
せ
よ
、
会
員
各
位
の
資
金
・
労
力

の
提
供
が
あ
っ
て
可
能
に
な
る
事
で
す
の

で
、
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

会
計 

安
木 

賢
行 

神
戸
生
ま
れ
神
戸
育
ち
で
し
た
が
、
昭
和

四
十
六(

1
9
7
1)

年
十
二
月
の
ク
リ
ス
マ
ス

イ
ヴ
に
新
築
さ
れ
た
宝
塚
西
山
住
宅
へ
引

越
し
て
来
ま
し
た
。
宝
塚
市
民
に
な
っ
て
四

十
一
年
経
過
し
ま
し
た
。
当
時
、
宝
塚
高
校

の
南
側
斜
面
に
戸
建
て
住
宅
は 

二
十
軒
位 

 
 

有
り
西
山
住
宅
の
周
辺
は
宝
塚
ゴ
ル
フ
場

以
外
は
松
林
ば
か
り
で
し
た
。 

此
処
の
管
理
組
合
の
理
事
は
一
年
任
期

の
輪
番
制
で
私
も
四
回
廻
っ
て
き
ま
し
た
。 

長
く
住
む
と
近
隣
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
方
々

と
も
親
し
く
し
て
頂
き
、
今
は
「
助
け
合
い 

 
 
 

 の
輪
」
に
誘
わ
れ
事
務
局
に
属
し
て
い
ま

す
。 「

知
ら･

咲
か
」
第
二
号
に
紹
介
し
た
よ

う
に
県
道
の
西
山
住
宅
南
側
に
歩
道
設
置

が
決
ま
り
、
五
月
下
旬
に
着
工
し
ま
し
た
。

兵
庫
県
か
ら
こ
の
話
が
最
初
に
有
っ
た
の

は
昭
和
五
十
三(

1
9
7
8
)

年
で
途
中
、
何
度

か
の
中
断
を
挟
み
な
が
ら
三
十
四
年
間
掛

か
っ
て
漸
く
実
現
し
ま
し
た
。
こ
の
交
渉

に
も
長
期
に
亘
り
参
画
し
ま
し
た
。 

こ
の
地
域
の
高
齢
化
問
題
へ
の
対
応
と

し
て
「
助
け
合
い
の
輪
」
活
動
、
自
治
会

の
設
立
な
ど
微
力
な
が
ら
協
力
し
な
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

知らせましょ・咲かせましょ役員紹介② 

投票所臨時駐車場ご案内 
~参院・知事選もブロックの助け合い~ 

距離１ｋm、標高差百㍍という厳しい条件克服

と投票所周辺道路への迷惑駐車・渋滞解消のた

め、今回も逆瀬川マンション、逆瀬台住宅の皆さ

んからの駐車場提供とブロック各マンション有

志の方々による当日の交通整理誘導を行います。 
各マンション、ご近所でもご高齢な方や体力に

不安のある方の送迎や誘い合いなど、助け合って

国民の権利を行使して下さい。 
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県道 明石神戸宝塚線 

宝塚西山住宅 南側へ歩道設置について 
 

標題の歩道設置工事が５月２３日(木)から始まりました。「ゆずり葉だより」今年の新年号で＜歩道設 
置問題の交渉解決＞の記事を載せて 5 ヵ月を経過、その間、兵庫県へ歩道用地の売却、宝塚市から代替地 
の購入、売却と購入に携わる各区分所有者の三者の夫々契約締結と法務局への登記などの法的手続きにか 
なりの時間を要しました。中には相続の手続きが要ったり思わぬ時間が掛かりました。 
我々管理組合としては総会決議に基づき、一人の反対者も無く良識ある対応でスムーズに進められたと 

思っています。工事中は近隣の皆様方に大変ご不便をお掛けすることになり申し訳無く思いますが、完成 
後の利便性に免じてご容赦を賜りたくよろしくお願い申し上げます。 
なお、歩道整備工事について少しご説明をしておきます。 
工事は、「西山住宅が発注する」歩道整備関連工事と「兵庫県が発注する」県歩道整備事業の二つがあり、 

同時施工で進められています。 
 
○ 「西山住宅が発注する」歩道整備関連工事       
 第 1 期工事(平成 25 年 5 月 23 日～7 月 31 日)  
  兵庫県へ売却した歩道用地の更地化。既存樹 

木の伐採処分、西山住宅敷地内の工作物撤去 
処分、並びに敷地西南にゲート(通用門)設置 
工事。 

第２期工事(今後、発注する工事、平成 26 年 3 
月末に終了予定)  
西山住宅敷地内植栽工事(伐採処分に替わる樹 
木の補充植栽工事) 

 
○ 「兵庫県が発注する」県歩道整備事業 
  歩道用地内の工作物の撤去処分並びに、西山住宅ブロック積み擁壁の設置と、歩道整備工事 

    工事期間(今のところ 25 年 10 月末に終了の予定) 
 
○ 県歩道整備工事完成後、供用開始について 

    歩道の供用が開始されると、現在の西山住宅敷地内の通り抜けは、出来なくなります。 
(アヴェルデさん、西高校さんへの 27 年間に亘る敷地内通行許可は終わります) 

 
○ 市道に歩道設置について 

    西山住宅東側市道の西山住宅側、路側帯に駐車する車が多く、歩行者が路側帯を 
歩行出来ず、車道中央寄りの歩行を余儀なくされる。この道路は、宝塚南口方面 
への抜け道となり、多くの車輛が通る大変危険な状況であります。 
県歩道整備に伴い、市道にも歩道が今年度設置されることになりました。 

（安木） 
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阪急逆瀬台マンション 消防・防災訓練を実施 

阪急逆瀬台マンションでは、５月２６日（日）に消防・防災訓練を行ないました。 

今回も宝塚市西消防署宝松苑出張所の方々よりご指導を受け下記の訓練を行ないました。 

  ・消防署への通報、出火場所への消火器の搬送、安全な場所への避難 

  ・消火器の取扱い説明               

  ・屋内消火栓の取扱い説明と放水 

  ・身近にある椅子、毛布などを利用した搬送方法 

  ・宝塚市より貸与されている防災用品の展示 

約１時間の訓練でしたが、皆さん真剣に取り組んでおり、 

４３名の方々が参加された中には近隣の方も見学に来られ 

 たことを有意義に思っております。 

当マンションは、店舗併設の共同住宅であるため年間２ 

回の訓練が義務付けられており次回は１１月頃に行う予定をしております。 

（志村） 

 

 

 

 

白瀬川とゆずり葉公園のミヤマアカネ 
 

                                                                  

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 

季節のトピックス 

        

今月から秋にかけて日本で最も美しい赤トンボといわれる「ミヤ

マアカネ（深山茜）」を白瀬川やゆずり葉公園の逆瀬川沿いで見る

ことができます。雄雌とも翅（はね）の縁紋（えんもん）から内側

にかけて褐色斑がある、めずらしいトンボです。水の絶えず切れな

い用水路が田園地帯に当たり前にあったころはどこでも見られま

したが今では兵庫県レッドデータＣランクに位置づけられている

希少生物でもあります。下流の宝塚ゴルフ場から逆瀬川駅付近では

毎年、あかねちゃんクラブや西山小学校 4年生のリサーチプロジェ

クトなどの生態調査も行われており、この地域の自慢にもなってい

ます。 

 
（豆知識）ミヤマアカネ成虫は体長 32-39mm 程度。翅（はね）の

縁紋（えんもん）内側にある褐色の太い帯と、翅脈（しみゃく）ま

で色づくのが特徴で、他種との判別は容易。胸部側面はほとん

ど無班である。幼虫は典型的な赤とんぼ型のヤゴで、一見マユ

タテアカネに似るが側棘（そっきょく）が全体的に短い。【特徴】

茶色の帯と縁紋（えんもん）がよく目立ちます。縁紋（えんもん）

は、成熟したオスではサーモンピンク、若いオスとメスではミル

ク色。オスは全身があざやかな赤色になります。【分布】北海

道・本州・四国・九州【環境】川、用水路。開けた草地に見られま

す。【季節】7 月から１１月 
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 今月は「逆瀬台マンション見守り隊（仮称）」を紹介致します。 
 

「逆瀬台マンション見守り隊（仮称）」 

阪急逆瀬台マンション 二宮 満雄 
 

私は、今回白瀬川両岸集合住宅協議会の働きをより発展させるために、NPO を立ち上げよ 
うと考えて居られる方々からお誘いを受け、その輪に加えていただこうとしたところ、いきな 
り逆瀬台マンションの助け合いの輪見守り隊のまとめ役を夫婦でお受けすることになり、その 
急展開にいささか驚いております。しかし、これまでの先輩方のご努力の大変さを思うと首を 
横に振るわけには行かず、微力ですが、ご協力させていただくことにしました。どうぞよろし 
くお願いいたします。 

  逆瀬台マンションでは、震災後数年して、ふれあい喫茶「ブロッコリー」がうまれ、それか 
らシニアピンポンクラブ、絵画教室、のびのび体操クラブが生まれ、サークル活動を通して、  

住民間に顔と名前がわかる関係が少しずつ大きくなってきており、  高齢者の方々の安否確認 
に一定の役割は果たせているように思います。しかし、これからますます高齢化は進むと同時に、

お一人住まいや、いわゆる「老老介護」のご家庭が増えることは確実です。 
  しかし、介護制度或いは福祉制度の複雑さなどから、地域包括支援センターを初め、エデン  

の園など関係者が懸命に啓発事業をしているものの、制度や社会資源といわれる施設について 

の知識が十分知られていない現実があります。いざとなったときに、どうしていいか、わからな

いという人が結構多く居られると感じています。 
  このことは、高齢者だけに限ったことではありません。障害者の方々についても同じことが 

言えると思います。見える障害である身体障害者についての社会の理解は進んできたかもしれま

せんが、見えない障害、例えば精神障害者や発達障害者、内部障害者などについては地域社会の

理解が余り進んでいるとはいえないようです。 
  そこで、逆瀬台マンション見守り隊は、少しの見守り、ちょっとした支援があれば普通に生  

活できる高齢者、障害者、子どもを対象にした見守り活動を、住民の皆さんが持っている得意技

を生かしていただきながら、展開していこうと考えています。 
  私は、現在は精神障害者や視覚障害者の入・通所施設の役員をしており、またその前には、  

神戸市でお一人住まいの高齢者の方々の見守りを 3 年間ほど経験しており、見守りには、関係 

機関の密接な連携が肝要であることを経験してきました。例えば、民生委員さん、児童委員、包

括支援センター、警察、消防、学校、医療機関、老人クラブ、関係自治会、まちづくり協議会、

健康センター、介護施設、障害者施設、ボランティア団体、管理組合などがリストアップされる

でしょう。そこで大切なことは、自助・協助と守秘義務と情報公開の微妙なバランスが可能とな

る思いやりの心だと思います。 
  そうした精神を活かして、宝塚市内で活動されている実例を機会を見て「知ら咲か」で少し  

ずつご紹介したいと思います。 
  

「助け合いの輪」活動紹介② 
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（保存版）   各マンション  サロン・教室予定表  2013 年 7 月現在 

マンション名 サロン・教室 実施日 時間 料金 問合せ先 

アヴェルデ 
ふれあいサロン 

原則 15 日   200 円 73-4365 大迫 
アヴェルデ 

宝塚西山住宅 遊楽里（ゆうらり）西山 第２水   200 円 
72-8330  

大河原 

パークマンション  
午後のふれあいサロン  

第１木 1：30～3：30 

200 円 ～ 

73-1686 宮部 
ひまわり 700 円＋α 

シャンティ逆瀬川 シャンティサロン 
原則  

12：30～ 200 円 71-3833 藤井 
月末水 

グリーンハイツ 

裏山ハイキング 毎週日 8：00～ 各自 

73-1384 鬼頭 

お元気講座 第１水 1：00～ 250 円 

おしゃべりサロン 第２、４月 1：00～   

ゴルフ会 3,5,7,9,11 月の平日   各自 

遊湯（ゆうゆう）会 第２水 2：00～ 600 円/１回 

阪急逆瀬台 シニアピンポンクラブ 毎週月、木 1：00～4：00 500 円/月 72-1501 内田 

マンション 白瀬川絵画サークル 第１日 9：30～12：00 500 円/１回 （186） 20-5054 石谷 

  のびのび体操 第２、４水 2：00～2：40 300 円/１回 070-5400-3449 花房 

  ふれあい喫茶 
第１水 1：00～3：00 300 円 71-2803 阪尻 

  「ブロッコリー」 

逆瀬台住宅 
なごみサロン 第４土 1：30～4：00 100 円 77-3213 高坂 

民謡教室 第１、３土 1：00～ 2500 円/月 72-0987 浅田 

逆瀬川マンション  

カラオケ教室 毎週月 1：30～4：30 500 円/月 
26-6771 尾川 

カラオケクラブ 毎週金 1：30～4：30 100 円/１回 

すこやかサロン 毎週火 1：00～3：00 100 円 73-0391 菅原 

ピンポンクラブ 毎週水、土 1：00～4：00 100 円 74-5141 福島 

 

サロン、教室のご紹介① 「シャンティサロン」 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

立ち上げはなかなか大変でした。でも、オー

プンしてみると４８戸中１０～１５人の出席者

があり、嬉しいことでした。 
当住宅だけでは規模が小さいので、以前お住

まいで退出なさった方々にも声をかけて、楽し

んでいただいております。女性だけでなく、男

性だけ、ご夫婦の参加もあります。 
住人の方で趣味豊かな方、ボランティア登録 

       

なさっている方、ご近所の専門の方などに講師

をお願いして毎月のテーマを決めています。 
 ７月２４日（水）はオカリナ演奏です。 
 ８月はお休みいたします。 
 これからもスタッフ一同頑張って、楽しく運

営してまいります。 
            （浜田）        
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告知板 

◆主    催   白瀬川ブロック主催 
◆日    時   ９月１３日(金) 
◆費    用   ５，９８０円(保険付) 
◆募集締め切り   第１次 ７月末  
 

 

 

 

 

 
 

鳥取砂の美術館と梨狩り研修視察旅行参加者募集中！ 
 

◆ツアー内容 
鳥取砂丘見学(砂丘リフト券つき)、砂の美術館

見学、梨狩り、鳥取県立博物館視察、道の駅あわ

くらんど見学。昼食アサリ飯（梨などお土産つき） 
◆申し込み方法  各マンションお世話係まで。 

 
 

 

 

 

 
 

「ゆずりあい、助け合い、思いやり」で！ 
―阪急バス６月１日ダイヤ改正で学生便も減便― 

 ６月１日より阪急バス宝塚市内線のダイヤ

が改正されました。 
 この改正で通常便のダイヤ改正に加えて

「学生便」が減便されることとなりました。 
これにより、今まで学生は「学生便」への乗

車を優先していましたが「通常便」利用も余

儀なくされました。 
 宝塚西高校の校長先生から「知らせまし

ょ・咲かせましょ」あてに混雑への断りの言

葉を頂きました。 
 学びの場の高校生と住民が同じ地域社会の

一員として共に「ゆずりあい、助け合い、思

いやり」の心でバスを利用しましょう。 

 

 

 

 

 
 


